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知識習得 資格取得 ゼミ活動 部活動 アルバイト 遊び
経済学部全体 32 29 4 11 9 15
経済学科 29 29 4 12 10 16
経営学科 35 31 5 10 7 12
男子学生 34 30 3 13 7 13
女子学生 22 28 12 2 14 22
日本人学生 32 28 4 13 8 15














































































































































































































結婚 離婚 老後 中退・留年 就職活動 産業・職業紹介 非正社員
経営学科
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結婚 離婚 老後 中退・留年 就職活動 産業・職業紹介 非正社員
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結婚 離婚 老後 中退・留年 就職活動 産業・職業紹介 非正社員
日本人学生
留学生
※ 日本人学生  ｎ ＝145（結 婚）、144（離 婚）、137（老 後）、133（留 年・ 中 退）、
137（就職活動）、134（産業・職業）、126（非正社員）
留　学　生  ｎ＝19（結婚）、19（離婚）、18（老後）、15（留年・中退）、17（就
職活動）、16（産業・職業）、16（非正社員）
４−５．まとめ
　留学生には若干の相違が見られるものの、総合的には「留年・中退後の生活
水準」、「就職活動の詳細」、「非正社員の生活水準」の３テーマが勉学に対する
学生のモチベーションにより積極的に作用し、「結婚までの道のりと費用」と
「老後の生活」という２テーマは、相対的に弱い作用しか及ぼさない。この結
果から、講義内容と現代学生の勉学に対するモチベーションとの関連性につい
て、人生における選択肢と時間軸という２点で以下のような特徴が浮かび上が
る。それらが本稿の結論である。
学生のモチベーションを高める講義内容
・人生の選択肢として避け難い事柄（就職活動など）
・ 時系列的に近く、学生自身に生じ得る厳しい現実（中退後・非正社員の生
活水準、留年者の就職活動など）
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学生のモチベーションをさほど高めない講義内容
・ 人生の選択肢として避け得る事柄（結婚そのもの、結婚式・披露宴・ハネ
ムーンなど）
・時系列的に遠い事柄（老後生活など）
６．むすびに
　現代の若者はたいてい、生まれてこの方非常に恵まれた生活を送ってきてい
る。夏はクーラーの効いた涼しい部屋で過ごし、冬には温かくて美味しい食事
を取り、出かける際は自動車の送迎もつく。ＴＶゲームや携帯電話など、たく
さんの娯楽にも恵まれている。食べ物に困った経験などなく、たいして勉強し
なくとも高水準の生活を享受できた。自分が生活に困窮するなど想像もつかな
いことであり、今後も今までの生活が自動的に続くと信じているのかもしれな
い。そんな彼らにとって、90分間の講義に真剣に耳を傾けたり、普段から自主
的に学ぶのは難しいことに違いない。大学でつまらない講義を聞かされでもす
れば尚更だろう。
　しかしながら、本研究のアンケート結果によれば、学生は知識習得や資格取
得、あるいは自分に適した仕事見つけるために大学に入学してくる。したがっ
て、その想いが冷めないうちに、また可能な限り定期的に、“なぜ”勤勉に勉
強する必要があるのかを伝え続けなければならない。本稿における結論は、そ
の“なぜ”を効果的に伝えるためのひとつの指針である。しかし、本結論はま
た講義後に実施したアンケート結果の分析に過ぎず、検証されていない。加え
て、女子学生や留学生のサンプル数にも問題がある。今後は、他大学との連携
やパネル調査を実施することにより、講義内容と成績・単位数との関連性を実
証する必要があるだろう。
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（注）
１　こうした側面に関する理論的考察は、共同研究者である西山茂（九州国際大学経済
学部教授）が既に行っているため、本稿はアンケート結果の分析に傾注する。詳細は
参考文献を参照。
２　また、「将来きちんと生きていけるか不安になった」といった内容のコメントも多
かった。加えて、極少数ではあるものの、「現実は恐ろしくて完全にやる気が萎えた」
というコメントもあった。
３　授業評価アンケートのサンプル回収率（出席率）は73.8％（n=158）、授業満足度の
内訳は評価５が107名、評価４が28名、以下15名、２名、０名、無効が６名であった。
４　「パーソナリティ分析」、「価値観テスト」、「職業興味テスト」は『楽しいキャリア
デザイン』で紹介されたものを中心に活用した。詳細は参考文献を参照。
５　余談だが、３年生以上が履修条件の講義でもこれと同じ内容の授業をしたが、就職
活動中のためか、彼らの方が１年生よりも真剣に聴いていた。その中には「久しぶり
に真面目に講義を聞いた」（４年）というコメントもあった。
６　「モノをつくる業界」や「つくる人」といった産業・職種紹介の枠組は、『就職活動
ナビゲーション』（2008年度版）による。詳細は参照文献を参照。
７　数値は 小数点第３位を四捨五入したものである。

